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令和５年度 甲府市社会福祉審議会 

第 2 回地域福祉専門分科会議事録 

 

開催日時：令和５年 10月 19 日（木） １４時００分～１５時３０分 

場 所：甲府市役所本庁舎 6階 大会議室 

出席委員：丸山正次会長、山田文夫委員、柄沢眞委員、茅野昭勇委員、根津宏次委員、 

雨宮正夫委員、山田弘之委員、藤原静委員、 

欠席委員：佐藤一男委員、髙野智代子委員、山田一典委員 

担 当 課：【甲府市社会福祉協議会】 

萩原総務課長、中澤地域福祉推進課長、向山ボランティア振興課長、 

有賀福祉サービス課長、楠課長補佐、松木主任 

【福祉保健部】 

八巻福祉保健部長、望月福祉保健総室長 

事 務 局：窪田福祉保健部総務課長、神田課長補佐、保坂係長 

傍  聴：なし  

 

【甲府市社会福祉審議会第２回地域福祉専門分科会】 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 事 

(1)  地域福祉推進計画に関するアンケート調査結果について 

(2)  地域福祉推進計画に関するワークショップ実施結果について 

(3)  次期地域福祉推進計画の施策体系（骨子案）について 

(4)  その他 

４ 閉 会 

   

〇事前配布資料 

（資料№なし） 甲府市地域福祉推進計画に関するアンケート調査結果報告書 

（資料№なし） 甲府市地域福祉推進計画に関するアンケート調査（団体向け） 

報告書 

資料‐１ ワークショップ結果報告書 

資料‐2 課題整理シート 

〇当日配布資料 

当日資料‐１ 骨子案（体系組み換え表） 

座席表 

 

◆会議の内容◆ 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 
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地域福祉推進計画は、行政や社会福祉協議会だけでなく、地域住民も主体となる計画

である。そのため、行政の計画であるが、民間に関する内容も含まれているのが特徴で

ある。地域福祉は住民が関わるものと、社会福祉協議会が関わるものの 2 つに分けら

れるため、最終的な責任がどこにあるのかという点を意識して議論してもらいたい。 

 

３ 議事 

（１）地域福祉推進計画に関するアンケート調査結果について 

（質問・意見なし） 

 

（２）地域福祉推進計画に関するワークショップ実施結果について 

【委員】 

各グループにおける最終目標は、地域の特性を考慮していないため、類似していると

思われる。目指す地域に近づけるためのストーリーを設定した経緯を教えてもらいた

い。 

【事務局】 

計画期間が 6 年であることを踏まえ、6 年後のゴールを設定した上で、行うべき事

項を順序立てて整理すべきと考え、設定した。 

【委員】 

目指す地域に近づけるためのストーリーは各施策・事業をイメージして、作成したの

か。 

【事務局】 

その認識であるが、やらなければならないことや、あったらよいことなどが混在して

いる。 

【委員】 

子どもクラブの会員数が減少している状況であり、若い世代をどのように取り込ん

でいくのかという点が課題と認識している。そのため、可能な限りワークショップで挙

がった意見を反映してもらいたい。また、課題解決のためには、活動の広報が重要だと

考えている。 

【事務局】 

計画策定のためのワークショップであるため、計画体系との関連を今後検討し、可能

な限り反映させたいと考えている。また、今後の事業において、反映できるものがあれ

ば、可能な限り反映していきたい。 

【委員】 

次回の計画策定時においても、今回と類似の課題が挙がると想定される。各課題の中

で、最重要課題を設定し、次期計画期間で改善していく必要があると考えている。また、

各地域において、世代交代が進んでいない状況であるため、30 代～50代にも参加し

てもらえるような仕組みづくりが重要だと考えている。 

【事務局】 

重要課題については、今後の施策体系を策定する中で、検討していきたい。ワークシ

ョップにおいて、世代別の取組について言及があったため、課題解決のために世代別の
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取組についても、検討する。 

 

（３）施策体系について 

【委員】 

地域コミュニティが崩壊していると感じており、アンケート結果においても地域の

関係の希薄化がみられる。地域の繋がりを強めるための取り組みを計画内に組み込ん

でほしい。 

【委員】 

地域コミュニティの醸成については、市民課が担当している認識である。地域福祉計

画においても地域コミュニティの活性化に関する内容を追加できればよいが、福祉コ

ミュティは地域コミュニティがあることが前提であるため、福祉計画内への追加は難

しい認識である。 

【事務局】 

各担当課で様々な計画を策定しているため、それぞれの役割分担・段階等に応じて検

討する。また、計画目標２の施策２における「地域での支え合いの体制づくり」に記載

することも検討したい。 

【委員】 

アンケート報告書における一般向け問 10 について、「どのような活動があるのか地

域活動に関する情報がない」の回答が 25.3％となっているが、実際はもっと高いと感

じている。地域活動への参加者を募集しているが、活動内容を知ってもらえていない状

況である。そのため、活動内容を具体的に知ってもらえるように広報してもらいたい。 

 

（４）その他 

（なし） 

 

５ 閉会 

 


